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Ⅰ 当該年度における計画と成果 
  

１．当該年度の担当研究開発課題の目標と計画 

平成 27 年度は「脳画像解析支援システムの構築」と「脳活性化プログラムの開発」の 2 つの課題

を設定し、各々の課題に対して以下の目標を設定した。 
 
研究開発課題 1: 脳画像解析支援システムの構築 

• 脳構造 MRI の自動解析アルゴリズムの確立 
• 安静時脳機能 MRI の機能的結合を半自動的に求めるプログラムの作成 
• 脳活性化プログラムに応じた関心領域を決定 
• Lin4Neuro のユーザーインターフェースの改良 

研究開発課題 2: 脳活性化プログラムの開発 
• 「注意力」に焦点をあてた脳活性化プログラムを開発 
• 予備実験を行い、脳活性化プログラムがどのように脳構造・脳機能的結合を変化させる

かを検討 
 

２．当該年度の担当研究開発課題の進捗状況と成果 

2-1 進捗状況 

 

研究開発課題 1: 脳画像解析支援システムの構築 
• 脳構造 MRI の自動解析アルゴリズムの確立 

自動で灰白質を抽出し、頭蓋内容積を算出し、さらに解剖学的標準化まで行うスクリプ

トを開発した。さらに、脳を 116 の領域に分割して個々人の脳容積の萎縮度を算出する

スクリプトも開発した。 
• 安静時脳機能 MRI の機能的結合を半自動的に求めるプログラムの作成 

安静時脳機能 MRI に関しては、デフォルト・モード・ネットワーク、中央実行系ネット

ワーク、サリエンシー・ネットワークの 3 つの安静時脳機能ネットワークを自動で計算

し、ネットワーク結合の強さを指標化するスクリプトを開発した。 
• 拡散テンソル MRI の拡散異方性（FA）を自動的に求めるプログラムの作成 

上記構造MRI、安静時脳機能MRIの解析スクリプトの開発が予定より早く終了したため、

拡散テンソル MRI の解析スクリプトにも着手した。 
• 脳活性化プログラムに応じた関心領域を決定 

研究開発課題 2 において、中央実行系に着目することが重要と判明したため、中央実行

系が関与する関心領域を設定した 
• Lin4Neuro のユーザーインターフェースの改良 

ユーザーインターフェースを改良すると同時に配布可能にするためのリマスタリングプ

ログラムを開発した。 
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研究開発課題 2: 脳活性化プログラムの開発 
• 「注意力」に焦点をあてた脳活性化プログラムを開発 

脳活性化プログラムが、認知神経心理学的観点から認知機能のどこに働くかを文献的に

考察した。その結果、「注意力」よりも「実行機能」に着目することが適切と見出した。 
• 予備実験を行い、脳活性化プログラムがどのように脳構造・脳機能的結合を変化させる

かを検討 
実行機能に着目した脳活性化プログラムを開発し、4 名の被験者に対してプログラム前

後で脳機能 MRI にどのような変化があるかを検討した。 
 

2-2 成果 
 

研究開発課題1: 脳画像解析支援システムの構築 研究開発課題2: 脳活性化プログラムの

開発 

構造画像、安静時脳機能画像、拡散テンソル画像の処理お

よび指標の自動算出を可能とした 

 

Lin4Neuroのリマスタリングスクリプトを開発した 

・「実行機能」に特化したプログラムを今

後開発することとなった 

・4名に対する予備実験を行い、中央実行

系ネットワークにおいて変化が起こる可

能性が確認された 

 
 

 

 

2-3 新たな課題など 
 
・研究課題 1 において自動スクリプトを開発できたが、安静時脳機能 MRI の前処理は、常に進化して

いる。このため、新たな処理手法が利用可能となったときにそれを容易にとりこめるような工夫が必

要である。 

・開発過程において、現場の放射線技師に対するヒアリングを行ったところ、スクリプトの利用に対

してのトレーニングが必要であることが判明した。今後、開発したスクリプトを利用するためのトレ

ーニングなどを計画する必要がある。 

３．アウトリーチ活動報告 
特記事項なし 

 


